
いちのみや市100周年実行委員会会則 

第１章 総則 

 （名称） 

第１条 この会は、いちのみや市100周年実行委員会（以下「本会」という。）と

称する。 

 （目的） 

第２条 本会は、一宮市制施行100周年記念事業（以下「記念事業」という。）の

積極的かつ円滑な推進を図るため、必要な事業を行うことを目的とする。 

 （事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

 (1) 記念事業の企画・運営に関すること。 

(2) 記念事業の広報・宣伝方法に関すること。 

(3) 市からの負担金等決定に際し、付された条件に関すること。 

(4) 記念事業の準備及び運営に必要な資金の調達並びに経理に関すること。 

(5) 記念事業の開催に必要な会場・設備等の調達並びに整備に関すること。 

(6) その他関連事業の円滑な推進に関すること。 

第２章 組織 

 （組織） 

第４条 本会は、別表に掲げる委員及び監事をもって組織し、会長が委嘱する。 

 （役員） 

第５条 本会に、次の役員を置く。 

(1) 会長 １名 

(2) 副会長 ２名 



 （役員の選出） 

第６条 会長は、一宮市長をもって充てる。 

２ 副会長は、委員の中から会長が指名する。 

（役員の職務） 

第７条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。 

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、又は会長が欠けたときは、

あらかじめ会長が指定した順により、その職務を代理する。 

（監事の職務） 

第８条 監事は、本会の会計を監査する。 

 （任期等） 

第９条 委員及び監事（以下「委員等」という）の任期は、委嘱のときから本会

の目的が達成され解散するまでとする。 

２ 所属する機関又は団体等の役職員であることにより委員等となった者がその

役職員を退任した場合は、その職を解き、会長は、必要に応じて後任者を補充

することができる。 

３ 前項に定めるほか、会長は、委員等に特別な事情が生じたときは、その職を

解き、必要に応じて後任者を補充することができる。 

４ 第２項及び前項により選出された委員等の任期は前任者の残任期間とする。 

５ 会長は、第２項及び第３項の規定により委員等の変更があった場合は、次の

総会において報告する。 

第３章 会議 

（会議の種類） 

第１０条 本会に次に掲げる会議を置く。 

 (1) 総会 

  (2) 専門委員会 



（総会） 

第１１条 総会は、会長及び委員をもって構成する。 

２ 総会は、必要に応じて会長が招集する。 

３ 総会の議長は、会長がこれにあたる。 

４ 総会では、次に掲げる事項について審議し、決定する。 

(1) 事業計画及び事業報告に関すること 

(2) 会則の制定及び改廃に関すること 

(3) 予算及び決算に関すること 

(4) 専門委員会の設置に関すること。 

(5) 専門委員会に付託する事項に関すること。 

(6) その他重要な事項に関すること。 

５ 監事は、必要に応じて総会に出席する。 

６ 総会に出席した委員等には、１回につき7,400円の報酬を支払う。 

（総会の議決） 

第１２条 総会は、委員の過半数の出席をもって開会し、議事は出席委員の過

半数でこれを決し、可否同数の場合は、議長の決するところによる。ただし、

やむを得ない理由により総会に出席できない委員は、あらかじめ通知された

事項について、書面をもって表決し、又は代理人に表決を委任することがで

きる。この場合においては、総会に出席したものとみなす。 

２ 前項の規定により代理人が会議に出席したときは、代理人に謝礼を支払う

ことができる。 

３ 会長は、議事が軽易な事案であるとき又は緊急を要する場合においては、

書面により委員の表決を求めることができる。 

 （専門委員会） 

第１３条 専門委員会は、会長が委嘱した専門委員をもって構成する。 

２ 専門委員会に委員長１名及び副委員長若干名を置く。 

３ 委員長及び副委員長は専門委員の中から会長が委嘱する。 

４ 委員長は、専門委員会の議事を整理し、秩序を維持する。 



５ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、又は委員長が欠けたと

きは、副委員長がその職務を代理する。 

６ 専門委員会は、必要に応じて委員長が招集し、委員長が議長となる。 

７ 専門委員会に出席した専門委員には、１回につき 7,400 円の報酬を支払う。 

８ 専門委員会は、総会から付託された事項について協議検討し、委員長はその

結果を総会に報告しなければならない。 

９ 専門委員会は必要があるときは、専門委員以外の者の出席を求め、その意見

または説明を聞くことができる。 

１０ 前項の規定により出席した専門委員以外の者に対し、謝礼を支払うことが

できる。 

１１ 専門委員会の議決は、第１２条の規定を準用する。ただし、代理人に表決

を委任することはできない。 

 （部会） 

第１４条 専門委員会に、より専門的な検討を行うため部会を置くことができる。 

２ 部会には部会長１名及び副部会長若干名を置く。 

３ 部会長及び副部会長は、専門委員の互選により選出する。 

４ 部会は必要があるときは、専門委員以外の者の出席を求め、その意見または

説明を聞くことができる。 

５ 部会は、検討結果を専門委員会に報告しなければならない。 

第４章 専決処分 

 （会長の専決処分） 

第１５条 会長は、総会の権限に属する事項について、総会を招集するいとまが

ないと認められるとき、または軽易なものについては、専決処分することがで

きる。 

２ 会長は、前項の規定により専決処分したときは、次の総会において報告し、

その承認を求めなければならない。 

 （委員長の専決区分） 



第１６条 委員長は、専門委員会の権限に属する事項について、専門委員会を招

集するいとまがないと認められるとき、または軽易なものについては、専決処

分することができる。 

２ 委員長は、前項の規定により専決処分したときは、次の専門委員会において

報告し、その承認を求めなければならない。 

第５章 事務局 

 （事務局） 

第１７条 本会の事務を処理するため、一宮市総合政策部政策課100周年推進室

に事務局を置く。 

２ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、会長が定める。 

第６章 会計 

（経費） 

第１８条 本会の経費は、負担金、その他の収入をもって充てる。 

 （予算及び決算） 

第１９条 本会の収支予算は、総会の議決によって定め、収支決算は、監事の監

査を経て、総会の承認を得なければならない。 

 （会計年度） 

第２０条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第７章 補則 

 （解散） 

第２１条 本会は、その目的が達成されたときに総会の議決を経て解散する。 

 （残余財産の帰属） 

第２２条 本会が解散する時の収支決算において余剰金が生じたときは、その残

余財産は一宮市に帰属する。 



 （補則） 

第２３条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は、会長

が定める。 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この会則は、令和２年４月17日から施行する。 

 （有効期限） 

２ この会則は、本会において解散が議決されたときにその効力を失う。 

別表（第４条関係） 

委員 

一宮市議会 議長 一宮商工会議所 会頭 

尾西商工会 会長 木曽川商工会 会長 

公益社団法人一宮青年会議所 理事長 愛知西農業協同組合 代表理事 

学校法人修文学院 理事長 いちい信用金庫 理事長 

愛知県商店街振興組合連合会一宮支部 支部長 町会長連区代表者連絡協議会 会長 

一宮市地域づくり協議会連絡会 会長 一宮市小中学校校長会 会長 

一宮市芸術文化協会 会長 一宮市市民活動支援センター 統括マネージャー

一宮市公民館長連絡協議会 会長 一宮市老人クラブ連合会 会長 

一般社団法人一宮市医師会 会長 いちのみや市100周年専門委員会 委員長 

いちのみや市100周年専門委員会 副委員長

監事 

尾西信用金庫 コンプライアンス統括部担当理事 一宮商工会議所 専務理事 



いちのみや市 100 周年実行委員会 

専門委員会への付託事項 

いちのみや市 100 周年実行委員会会則第１１条第４項第５号の規定に基づく

専門委員会への付託事項は次のとおりとする。 

 １ 記念事業の企画及び実施に関すること 

 ２ 記念事業の広報・宣伝及び記念グッズの制作に関すること 

 ３ 記念事業の協賛金の募集に関すること 

 ４ 記念事業のボランティアの募集に関すること 

 ５ 記念事業の警備及び防災に関すること 



いちのみや市100周年実行委員会 事務局規程 

第１章 総則 

（趣旨）

第１条 この規程は、いちのみや市100周年実行委員会会則第１７条第２項の規定

に基づき、いちのみや市100周年実行委員会（以下「実行委員会」という。）事

務局の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。 

第２章 事務局

 （組織及び職員） 

第２条 事務局の事務内容は、別表１に掲げるとおりとする。 

 （職員） 

第３条 事務局に、次の各号に掲げる職員を置く。 

 (1) 事務局長 １名 

 (2) 事務局長補佐 若干名 

 (3) 事務局員 若干名 

２ 前項に掲げる職員は、別表２に掲げる者をもって充てる。 

３ 第２項に掲げる職員のほか、事務局に臨時職員を置くことができる。 

 （職務） 

第４条 事務局長は、実行委員会会長（以下「会長」という。）の命を受け、事務

局の事務を統括し、職員を指揮監督する。 

２ 事務局長補佐は、事務局長を補佐し、事務局長に事故あるときはその職務を代

理する。 

３ 事務局員は、上司の命を受け、事務に従事する。 



第３章 事務の処理

 （専決事項） 

第５条 事務局長は、別表３に掲げる事項を専決することができる。ただし、特に

重要な事項については、あらかじめ会長の指示を受けなければならない。 

 （代理決裁） 

第６条 前条の専決事項について、事務局長が不在の場合は事務局長補佐が代理決

裁することができる。 

第４章 文書の取扱い

 （文書記号及び番号） 

第７条 文書には、文書記号及び文書番号を付さなければならない。ただし、簡易

な文書については、これを省略することができる。 

２ 文書の記号は、「百周委」とする。  

３ 文書の記号は、会計年度ごとに一連の番号とし、文書番号簿によって整理する

ものとする。 

 （発信者名） 

第８条 文書の発信者名は、会長名を用いなければならない。ただし、簡易な文書

については、事務局長名を用いることとする。 

 （文書の保存） 

第９条 実行委員会が解散時において保有する文書は、一宮市総合政策部政策課に

おいて引き続き保管する。 

第５章 代表者印

 （代表者印） 

第１０条 代表者印は、会長の認印を用いることとする。 



第６章 財務

 （予算の調整） 

第１１条 事務局長は、予算を調整の上、会長の承認を受けなければならない。 

 （補正予算） 

第１２条 事務局長は、予算の調整後に生じた理由に基づいて、既定の予算に追加

その他の変更を加える必要が生じたときは、補正予算を作成することができる。 

２ 補正予算の調整は、前条の規定を準用する。 

（予算の流用） 

第１３条 事務局長は、予算の執行上やむを得ない事由が生じた場合は、予算を流

用することができる。 

２ 事務局長は、予算流用を行った場合は、次の総会において報告し、承認を得な

ければならない。 

第７章 会計

 （会計事務の委任） 

第１４条 出納その他、会計事務に関する権限は、事務局長に委任する。 

（出納閉鎖） 

第１５条 実行委員会の出納は、翌年度の５月３１日をもって閉鎖する。 

（決算） 

第１６条 事務局長は、出納閉鎖後速やかに事業報告及び決算を作成し、監事の監

査を経た後、総会の承認を得なければならない。 

 （その他の会計処理） 

第１７条 実行委員会の会計について必要な事項は、この規程に定めるもののほか、

一宮市の財務処理の例による。 



第８章 旅費

（旅費） 

第１８条 事務局職員の出張による旅費の額及びその支給方法は、一宮市の旅費規

程の例による。 

第９章 補則

 （委任） 

第１９条 この規程に定めるもののほか、事務局の運用について必要な事項につい

ては、事務局長が別に定める。 

   付 則 

１ この会則は、令和２年４月17日から施行する。 

   付 則 

１ この会則は、令和２年６月１日から施行する。 

別表１（第２条関係） 

事務内容 

１ 事務局の統括に関すること 

２ 組織及び人事に関すること 

３ 予算、決算及び経理事務に関すること 

４ 広報に関すること 

５ 総会及び専門委員会の開催及び運営に関すること 

６ 関係機関・団体との連絡調整に関すること 

７ 記念事業の警備及び防災に関すること 

８ その他記念事業の運営事項に関すること

別表２（第３条関係） 

事務局長 一宮市総合政策部政策課100周年推進室長 

事務局長補佐 
一宮市総合政策部政策課100周年推進室職員 

事務局員 



別表３（第５条関係） 

事務局長の専決事項 

１ 会長の権限に属する事務のうち、軽易な事務に関すること 

２ 予算の執行に関すること 

３ 負担金及び協賛金等の収入に関すること 

４ 各種契約事務に関すること 

５ 各種事務の実施計画及び実施に関すること 

６ 事務局の組織の運営に関すること 

７ 事務局職員の旅行命令及び職員以外の者の旅行依頼に関すること 

８ 定例又は軽易な事項の調査、報告、照会、回答及び通知に関する

こと 

９ 支出命令に関すること 


